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る｡ 此神,海底を宮とす｡毎月出て託あり｡ 所々の拝 林に遊び給う｡ 持物は御萱なり｡
うた お も り
唱は御唄なり｡ 竺土の唄の如し｡
国に悪心腔穀の者あれば,必ず是を刑罰す｡ 誹謀の者をば口を裂き,悪JLりま胸を切り,







































































暦三十七年 (1609)己酉に至りて,堂はまた老朽し,経もまた散失せり｡ 而して成 く空
みことのり











り｡ 因りて年々,正 ･五 ･九月,今に至るまで成式を絶やさざるなり｡ 之に続きて,貴介
いくばく
公子 ･士庶人等,崇敬する者その幾 かを知らざるなり｡ 毎年九月七日に至れば,弁才天
おのおの さながらおわ




備然たらず｡ 故 に,住僧の説三は明旨を奉じて,以て康興二十五年 (1686)に至り,節
像を扶桑より請 じたてまつりき｡はしなくも,期年にして来光したまいしなり｡ 時Lも












































遇えり｡ 婦女日く,｢吾は乃ち桝財天女なり｡ 汝の志は嘉すべきなり｡ 故に之を送る｣と｡
遂に清風に化 して見えざるなり｡ 此に因りて垂温は宮をその森の東に建てて,以て便ち恩















































ヒンドゥ教の女神サラスヴァティーSarasvatiが弁才天である｡ 妙音天 ･大弁才天 ･弁才天
女などと漢訳されている｡ 弁財天は,後世の福神を示す文字であろう｡ サラスヴァティーは,
初期アーリア人の故郷のブラフマ-ヴァルタ地域を流れる河で,その河の神が豊穣の女神とし






















































































































ばち からけんだ びましったら らご
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と書かれている｡











天孫神の尊容に三鏡の記事をあてはめる○ 天孫神は三鏡で,毎月,天星 ･色星 ･多願玉女の
ひとっが正面となり,他の二玉女は後になるoそして,正面の顔は弁才天,左面は茶吉尼天,



















































図13 - ンサに乗 ったサラスパティー日と月を
執るその像と,弁才天の像の尊容には,アジア各地のさまざまな神話や信仰,宿曜道や陰陽道
などが交錯しているようであった｡そして,最近の神話学の成果とやらも,すでに古くから,弁才天の尊容に象徴さ
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,楕樹書林 (平成7年/1995)｡2) 郭汝霧 『使琉球録』(嘉靖40年/161)｡原田両雄訳注本
,格樹書林 (平成12年/2000)｡3) 粛崇業 『使琉球録』(万暦7年/1579)｡万暦刊本影印
,学生書局 (民国58年/1969)｡4) 夏子陽 『使琉球録』(万暦34年/1606)｡万暦本寓本影印,
学生書局 (民国58年/1969)｡原田高雄訳注本
,格樹書林 (平成13年/2001)｡5) 江輯 『使琉球雑録』(康緊23年/1648)o康照刊本o原田高雄訳注本,
格樹書林 (平成9年/1997)｡6) 徐夜光 『中山伝信録』 (康畢60年/1721)｡康畢刊本｡原田高雄訳注本,格
樹書林 (平成11年/1999)07) 周煙 『琉球国志略』(乾隆22年/1757)｡乾隆刊本｡平
田嗣全訳注本,三一書房 (昭和52年/1977)｡原田両雄訳注本




10) 毛起龍 『思出草』(康照39年/1700)｡外聞守善 『混効験集』付録,角川書店 (昭和45年 /
1970)｡
ll)『混効験集』(康緊50年/1711)｡池宮正治 『混効験集の研究』第一書房 (平成7年/1995)｡
12) 『神道大系』神社編五二 沖縄,神道大系編纂会 (昭和57年/1982)｡
13) 横山垂編 『琉球史料叢書』東京美術 (昭和47年/1972)｡
14) 『那覇市史』｢那覇の民俗｣同編集室 (昭和54年/1979)｡
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17) 錦織亮介 『天部の仏像事典』東京美術 (平成5年/1993)｡
18) 白川静 『中国の神話』中央公論社 (昭和50年/1975)｡
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